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後半戦を迎えるにあたって
　

　9月いよいよ、折り返しを迎えます。本格的に中身のある仕事に取り組めるよう皆で頑
張りたく思います。社員皆には、昨年の反省をプラスに変えて、今一度段取り・仕上げの
総点検をしていただき、補正する箇所を十二分に検証し、対応してください。
　後半戦には、硫化イブシ仕上げをはじめとして、硫化イブシ色仕上げ・ピアノ調塗装・
石目調塗装などの大型案件も有りますが、同時に今までのリピート顧客の仕事も大切にし
て、両立した形で仕事を進める努力をしてください。カラークリヤーやパールなどの仕事
もいつ入荷するかもしれませんので、カラークリヤーの塗りムラ対策やパール塗装のムラ
などが発生せぬように技術的にチェックをやっていきましょう。特に大型案件で１つ不良
が出ますと、やってきた製品すべてに影響が出ます。製品がたくさんであればあるほど、
初めの確認や、図面のチェック・塗料のスペック確認・材料の調整や焼付温度・見本との
つき合わせなどなど、確認することがたくさんあると思います。面倒ですがいつもどおり
一つ一つ積み上げてください。使用しているガンや設備の点検・清掃・オイル差しなども
忘れずに。
　８月は工場及び事務所も大変暑く、社員みな汗をかきかき、頑張ってくれ本当にありが
とうございました。９月も少し残暑が残りますが、一日一日と涼しくなってくるかと思い
ますのでめげずに頑張りましょう。後半戦は、エレベータ製品や建築金物も少し増えてく
ると思いますが、車両や工作機械塗装のみならず、さまざまな製品に対する納期対応力と
品質保持力が問われます。いくら品質が良くても納期対応が出来なければ顧客は逃げます
し、納期対応ができても品質が悪ければお金を払っていただけません。現状そういうこと
も起こっています。自分のした仕事やする仕事に責任を強く持ち、頑張ってほしく思いま
す。
　今月から裏面のページで紹介していますが、インターネットを通じて当社に興味を持っ
てお問い合わせをしてきていただいている会社様のご紹介をしております。どちらかとい
えば東京のお客様が多いのですが、これをきっかけに何社かは、新規取引先になっていた
だけるよう営業部では考えております。そのためにも、会社的に成熟し、技術的・管理的
にも他社に誇れる塗装会社として、一人一人気張ってもらいたく思います。
　また、石油価格などが上がっております。事務所では絶えず仕入れ関係の価格に関して
注意をはらっておりますが、社員皆も、材料などに関して今一度、もったいない精神で大
切に利用し、仕入れを最小に売上げを最大にして未来につながる糧を多く残せるよう協力
をお願いします。
　


